
2013年度 日本機械学会賞(技術)受賞
（日本の先端科学技術の紹介）

『5軸制御工作機械の幾何誤差補正とその精度維持を行う知能化システムの開発』

８月７日は「機械の日」

　８月１日～７日は「機械週間」

機械が自分でリフレッシュ！

独創的メカづくりが将来の日本を築く
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■ どうしてこの技術が必要なの？

■ この技術はどこで役に立つの？
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■ 知能化システム
ちのうか

■ 開発メンバー

コンピュータ

軸の歪みを打ち消す機能

重力変形を打ち消す機能

サーボシステム
5軸制御工作機械
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リフレッシュ前

リフレッシュ後

調子悪いなぁ

精度が悪い

精度が良い
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■ この技術はここがすごい！
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工作機械は彫刻のように材料を削って部品を作ります。

しかし、機械の調子が崩れると、ちゃんとした形に作

れません（精度が悪い）。このような部品は他の部品

とピッタリ合わず、製品として使えません。
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人が機械の調子を直すのは大変です。そこで、機械が

自分で調子を取り戻し、ずっと調子の良いままにする

システムを開発しました。これによって、いつでも精

度の良い部品を作れるようになります。
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工作機械は、身の回りの色々な製品の部品を作るのに、

世界中で使われています。この技術を使うと、複雑な

形でも、たいへん精度良く削れます。そうすると、便

利で優れたデザインのものが増え、あなたの生活がよ

り豊かになっていきます。
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「機械」や「もの」を産み出す機械

「もの」ができるのに 必要な機械を知ってる？

工作機械は マザー マシン

なか

こうさくきかい

そこで、代わりに削ってくれる機械があります。これを「工作機械」といいます。

かこう けずこうさくきかい

工作機械 加工（削る） 部品(飛行機)の完成

いろんな形をした、たくさんの部品をつくるために、

鉄などを手で削るのは大変ですし、とても時間がかかります。
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みなさんの大好きな、

自動車、電車、飛行機、パソコン、ゲーム・・・

これらはたくさんの部品からできています。
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世の中の いろいろな「もの」ができるためには、

このたくさんの部品をつくり出す

「工作機械」が必要とされています。
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